
つくばナノテク拠点産学独連携人材育成プログラム

ナノテクの次世代におけるグローバルにリーダーシップを発揮する
人材育成プログラム。成功事例などをもとに成果内容を報告します。
文部科学省特別経費2010.4～2015.3（５年間）
筑波研究学園都市をキャンパスとした
「つくばナノエレクトロニクス産学独連携教育研究システム」の構築

筑波大学大学院 オナーズプログラム

成果報告書

筑波大学数理物質系・数理物質科学研究科
つくばナノテク拠点産学独連携人材育成プログラム運営委員会

http://www.tsukuba-honorspg.jp

スーパーRA制度の導入
オナーズ学生は全員、経済的支援を受けて、正課外のすべての修了要件に専念しました。

オナーズプログラムの
筑波大学学長表彰

外部中間評価
プログラムの客観的評価として、2012年12月に有識者8名
による外部中間評価(評価会議12月5日、評価委員長JST
上級フェロー田中一宣氏)を実施。高い評価を受け、「本プログ
ラムの精神は中長期にわたって維持・発展されるべし」とのコ
メントを受けた。

（外部評価の詳細 http://www.tsukuba.-honorspg.jp/wp/
outline/archives/cat7/9）

含、D1、D2生の成果。

学生の表彰
岡田 直也 平成25年度「さきがけ」に大学院生として唯一の研究代表者に選定選定

伊藤 啓太 2013 Spring-8 Users Community Young Scientist Award受賞

図師 知文 平成26年 応用物理学会講演奨励賞受賞

川島 裕嗣 高分子関連国際会議 ： 2011 Best Presentation Award
2012 Student Poster Award

受賞

中村 美紀 平成23年 表面科学国内会議講演奨励賞
平成25年 応用物理学会ポスター賞

受賞

佐藤 　健 高分子関連研究会 ： 平成24年 最優秀ポスター賞、平成25年 奨励賞受賞

筆頭著者論文数 38件

77件

85件

16件

国際学会等発表

国内学会等発表

表　彰

数理物質科学研究科全体
のプログラムとして展開

つくばナノテク拠点産学独連携人材育成プログラム 組織図 今後の取り組み

TIA-nanoと連携して
サマー・オープン・フェス
ティバルの一部を継続開催

●共鳴場の構築
●海外武者修行
●海外著名教授による
　夏季集中講義
●国際シンポジウム

筑波大学 TIA-nano
数理物質科学研究科
科（系）長室会議
研究科長・系長

（2009年度）村上  浩一
（2011年度）三明  康郎
（2013年度）金谷  和至

外部評価委員会

ナノエレ人材育成プログラム

つくばナノエレ拠点推進会議
議　長

（2010年度）村上  浩一
（2012年度）山部  紀久夫

（2009年）岸　  輝雄
（2010年）村上  浩一
（2012年）白石  賢二
（2013年）山部  紀久夫

連携コーディネータ全体会議

つくばナノエレ拠点運営会議
委員長

（2010年度）村上  浩一
（2012年度）山部  紀久夫

TIA-nano運営最高会議

TIA-nano関連会議（WG）
TIA大学院連携（WG）

TIA-nano運営会議
（4機関理事会議）

統括責任者  秋本  克洋

TIA推進室
室長・副学長

（2010年度）森本  浩一
（2012年度）米倉  　実
（2013年度）吉川  　晃

事務局長
岩田　　普

2011～2014年度　計15名の修了生と修了証修了生

2014年度

2012年度

2013年度

2011年度
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筑波大学大学院 オナーズプログラム

オナーズプログラムは、オナーズ学生͕、ナノテクのੈ࣍୅ϦーμーとしてのϞνベーションを
๊き、大学での最先端の基礎஌ࣝをਂめると同時に、産業でのニーズに基ͮく最先端技
術΁のԠ༻力をཆ成し、技術を၆ᛌ的に捉え、໰୊を発۷͢るೳ力をもͪ、グローバルにϦー
μーシップを発͢شるਓ材を育成͢るプログラムで͢。オナーズ学生教育のபとして、4つの
特௃的教育、シンポジウム、およびつくば連携研究などを開催しました。さらに、open-edu-
cationサマー・オープン・フェスティバルにおいて、オールジャパン体੍によるイノベーション
志向の育成をਐめてきました。
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TIA連携大学院
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TIA-nano

国際的な企業の新規参入を促進

ٕ
ज़
の
ྲྀ
Ε ஌

の
ྲྀ
Ε

मྃཁ݅
ຊϓϩάϥϜ͕ੈ࣍୅ϦʔμʔΛҭ੒͢Δϓ
ϩάϥϜͰ͋Γɺڞ໐৔ͰͷڀݚΞυόΠε౳
Ҏ֎ʹɺΦφʔζֶੜҰਓҰਓʹࣔ͞Εͨਖ਼
՝֎ͷཁ件Λຬͨ͢͜ͱΛɺ࠷ऴతͳमྃূ
डྖͷ৚件ͱ͠ ͨɻ�年ؒͰɺमྃཁ件Λݸਓ
͕؅ཧͯ͠ຬྃ͢Δ͜ͱΛ໨ͤࢦΔΑ͏ʹ͠·
ͨ͠ɻ

୒年度࠾
2�1�年౓
2�11年౓
2�12年౓
2�1�年౓
2�1�年౓

ܭ

୒者਺࠾
1�
�
�

11
�

��

मྃ者਺
ɹ
�
2
�
�

15

ࣙୀ者਺
�
2
�
1
2

11

ଓ学生ܧ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
1�
1�

1 22



筑波大学大学院 オナーズプログラム

オナーズプログラムは、オナーズ学生͕、ナノテクのੈ࣍୅ϦーμーとしてのϞνベーションを
๊き、大学での最先端の基礎஌ࣝをਂめると同時に、産業でのニーズに基ͮく最先端技
術΁のԠ༻力をཆ成し、技術を၆ᛌ的に捉え、໰୊を発۷͢るೳ力をもͪ、グローバルにϦー
μーシップを発͢شるਓ材を育成͢るプログラムで͢。オナーズ学生教育のபとして、4つの
特௃的教育、シンポジウム、およびつくば連携研究などを開催しました。さらに、open-edu-
cationサマー・オープン・フェスティバルにおいて、オールジャパン体੍によるイノベーション
志向の育成をਐめてきました。

һͷྃղΛڭಋࢦɺ͍ߦલʹϓϩάϥϜͷઆ໌Λࣄ
લఏͱ͠ ͯॻྨ৹͓ࠪΑͼώΞϦϯάʹΑΓɺڞ໐৔
ͱͷંΓ߹͍ɺֶ ੜͷϞνϕʔγϣϯͳͲΛ߲໨ͱ͠
͠·ਖ਼ͳ৹͕ࠪͳ͞Εݫͯ ͨɻશؒظதͰͷ࠾୒ऀ
͸��໊Ͱ͢ɻֶ ज़ৼڵձಛผڀݚੜΛड͚ͨऀ͕
1�ؚ໊·Ε͓ͯΓɺ༏लਓ࠾͕ࡐ୒͞Ε͍ͯΔ͜ͱ
΋෺͍ͯͬޠ·͢ɻຊϓϩάϥϜʹ͸ଞେֶӃੜ΋�
͠·୒͞Ε࠾໊͕ ͨɻܧଓϓϩάϥϜͰ1�໊ͷमྃ
ऀ͕௥Ճ͞ΕΔ༧ఆͰ͢ɻ

໐৔ڞ
ΦφʔζϓϩάϥϜͰ͸ɺࢦಋڭһͱΦφʔζ
ֶੜΛ࣠ʹɺ࿈ܞίʔσΟωʔλ͕ɺͦ ͷ͍޿
ߦɺେֶɾಠཱͯ͠༺׆ωοτϫʔΫΛऀڀݚ
੓๏ਓɾۀاͷऀڀݚͷ஌ͱٕज़ͱਓͷྲྀΕ
͔Βڞ໐৔Λߏங͢Δɻڀݚख๏ΛΞυόΠε
ͨ͠Γؔ࿈ऀڀݚΛ঺հͨ͠Γ͠ ͯɺΑΓڀݚ
ྗͷڧԽΛਤΓ·͠ ͨɻ

ϓϩάϥムのಛ௃

ओͳमྃཁ （݅ਖ਼՝֎）

Φφʔζֶੜ

ஜ೾େֶେֶӃ�Φφʔζϓϩάϥム

� ҭڭ໐৔ʹΑΔϚϧνϝϯλʔڞ
� ʙ̏̐ ϲ݄ ͷւ֎೿ݣ
� ւ֎ஶ໊ڭतʹΑΔӳޠतۀ
� ͭ ͹͘ͷؔػڀݚΛத৺ͱ͠ ͨPQFO�FEVDBUJPO

� ઌ୺ಛ࿦Պ໨ͷ୯Ґऔಘ࠷Պ໨ɾૅج
� ӳޠՆूقதٛߨͷ�୯Ґऔಘ
� ւ֎೿ݣઌͰͷ�୯Ґऔಘ
� γϯϙδ΢ϜͰͷൃද

ஜ೾େֶ

研究とٕज़։ൃのૅج
໐৔ڞ

ಋ教һとֶੜࢦ
連携ίʔσΟ
ωʔλʔ

஌のఏڙとਓ材育成

ʢ大学間連合װ事ʣ

քۀ࢈
ナノエレクトロニクス、
ナノグリーン関連企業

共用施設
TIA連携大学院

最先端ઃඋと՝୊のఏڙ

ಠཱߦ੓๏ਓ
AIST、NIMS、KEK、
（TIA-nano）ほか

最先端ઃඋとਓ材のఏڙ
ਓのྲྀΕ

ւ֎連携
Stanford、SUNY/Albany、
MINATEC、IMEC、ほか

TIA-nano

国際的な企業の新規参入を促進

ٕ
ज़
の
ྲྀ
Ε ஌

の
ྲྀ
Ε

मྃཁ݅
ຊϓϩάϥϜ͕ੈ࣍୅ϦʔμʔΛҭ੒͢Δϓ
ϩάϥϜͰ͋Γɺڞ໐৔ͰͷڀݚΞυόΠε౳
Ҏ֎ʹɺΦφʔζֶੜҰਓҰਓʹࣔ͞Εͨਖ਼
՝֎ͷཁ件Λຬͨ͢͜ͱΛɺ࠷ऴతͳमྃূ
डྖͷ৚件ͱ͠ ͨɻ�年ؒͰɺमྃཁ件Λݸਓ
͕؅ཧͯ͠ຬྃ͢Δ͜ͱΛ໨ͤࢦΔΑ͏ʹ͠·
ͨ͠ɻ

୒年度࠾
2�1�年౓
2�11年౓
2�12年౓
2�1�年౓
2�1�年౓

ܭ

୒者਺࠾
1�
�
�

11
�

��

मྃ者਺
ɹ
�
2
�
�

15

ࣙୀ者਺
�
2
�
1
2

11

ଓ学生ܧ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
1�
1�

1 22



筑波大学大学院 オナーズプログラム

ྫࣄ໐৔の۩ମతڞ
ಋ教һによるઃఆテーマを中心に、大学・ಠ๏研究所・産業界におけるؔ連研究のスϖシャࢦ
Ϧストの協力をಘて、材料開発に൐͏評価や材料ఏڙおよびԠ༻にؔ͢るઐ໳的Ξυバイスな
ど͕ಘられ、大学୯ಠではなかなかಘ೉い研究͕޿りをもつ͜とになりました。また、ւ外෢者
मߦでも、ւ外研究者との୹期研究ܦ験を基にڞ同研究に発లさͤる͜と͕できました。ࢦಋ
教һのテーマのબ୒、学生ࢦಋにର͢る公開性と連携ίーσィωータの޿い研究者ωットϫー
ク͕大きな成ޭཁҼとなる͜と͕ුきூりにされた。

ւ֎෢ऀमߦ
ੈ界のナノエレクトロニクスڌ఺とྡ઀͢る大学にオナーズ学生を3ʙ4ϲ月೿ݣし、2୯Ґऔಘ
をमྃཁ݅としました。できるͩけ特ผ研究にؔ連した研究͕೿ݣ期間中も୹期研究としてܧଓ
されるよ͏にしました。͜ れにより、ւ外研究機ؔとのڞ同研究のಓ͕୓かれるよ͏になりました。

ւ֎ஶ໊教तʹΑΔՆूقதߨ （ٛ4VNNFS�-FDUVSF）

ナノエレ分野をは͡めとして、ੈ 界的にஶ名な教तを講師として招聘し、وॏな講義を体験͢る͜
と͕できました。֤ 基礎Պ໨を1日1ίマ、10日間त講しました。2୯ҐҎ上のऔಘをमྃཁ݅と
しました。༧習෮習をલఏとしたର࿩ܕのत業はޙࠓの大学院त業の大きなߟࢀとなるとともに、
学生の国際֮ײཆ成につな͕りました。

ච಄࿦จ
5件（J. Physics, APL/2件, JCR/2件）

ᶃ'e4/ ୯݁থܥ
　ബບ૑੡
ᶄԠ༻ɿϝϞϦ・
　ロジック

%3  I さΜ

ౡ大 � 431&4޿ ଌఆ
౦๺大 � A.3 ଌఆ

ଞ大学

AI4T � 基൘ఏڙ
/I.4 � 1$A3 ଌఆ
41SinH-� � 9.$%

　　　　　　)A91&4 ଌఆ

ಠ๏研究機ؔ

トϤタグループʢ๛ా޻大ʣ � ࣓性ࡉઢ

産業界

/eeM -aC� 
.I/AT&$�I/1(
'Sance

ւ外ཹ学

２０１２年

２０11年

2件（JJAP, JAP）

学生 ಋࢦ
教һ

連携ίーσィωーター

I.&$（ϕϧΪʔ）
ʗϧʔϰΣンɾΧτϦοΫେֶ
3名

χϡʔϤʔΫभཱେֶ
Ξϧόχʔߍ（ΞϝϦΧ）
4名

ϊʔεΠʔελンେֶ
（ΞϝϦΧ）
1名

.I/AT&$（ϑϥンε）
ʗάϧϊʔϒϧ޻Պେֶ
13名

ελンϑΥʔυେֶ
（ΞϝϦΧ）
9名

日　時
オナーズ・プログラム夏ूق中講義 ɻ 講師および講義タイトル

Prof. Paul. C. McIntyre
ʢStanford Univ., ถ国ʣ

"Phase Changes in Nanoscale Systems"
ナノスέールの૬มԽ

Prof. Massimo. V.Fischetti 
ʢUniv. Texas, ถ国ʣ
Prof. Shadi. S-Sandvik

ʢSUNY Albany, ถ国ʣ
Prof. Gregory P. Denbeaux

ʢSUNY Albany, ถ国ʣ
Prof. Dr. Mathieu Luisier
(ETH, スイスʣ

୒年度࠾
2�1�年౓
2�11年౓
2�12年౓
2�1�年౓
2�1�年౓

ܭ

ਓ਺
�
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��

"Theoretical device physics"
デバイス物理の理論
"Optoelectronics"
ޫエレクトロニクス

Prof. Michael Carpenter
ʢSUNY Albany, ถ国ʣ
Prof. Krishna Saraswat

ʢStanford Univ., ถ国ʣ
Prof. Harry Efstathiadis

ʢSUNY Albany, ถ国ʣ
Prof. Carlo Jacoboni

ʢUniv. Modena, イタリΞʣ
Prof. Daniel M. Mittleman

ʢRice Univ, ถ国ʣ
Prof. Eric Pop 

ʢStanford Univ, ถ国ʣ
Prof. Wilfred G. van der Wiel

ʢUniv. Twente., オランμʣ

Prof. Magnus Bergkvist
(SUNY-Albany., ถ国ʣ

2012年
平成24年7月

2013年
平成25年7月

2014年
平成26年7月

"X-ray microscopy"
Xઢ分ޫ
"Computational Nanoelectronics"
ナノి子デバイスの量子༌ૹ計ࢉ
"Nanomaterials Characterization"
ナノ物࣭ʗ材ྉの分ޫධՁ
"Advanced IC Device Technology"
先端LSIデバイス࠷
"Photovoltaics and Thin-Films"
ଠཅి஑とബບ
”Electron Transport Theory”
ి子༌ૹ理論
”Ultrafast Optics”
௒高速ޫ学
”Energy in Nanoelectronics”
ナノエレクトロニクスに͓͚るエネルギー
”NanoElectronics: Quantum, Spin, Organic”
ナノエレクトロニクス：量子・スピン・有ػ
”Interfacial Properties in Nanobio technological 
Systems”
ナノバイオテクノロジーに͓͚るք໘ݱ৅
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筑波大学大学院 オナーズプログラム
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筑波大学大学院 オナーズプログラム

シンポジウム TIA-nanoとの連携教育研究
つくば地区の連携教育研究として、
つくば連携研究とサマー・オープン・
フェスティバルを開催した。
筑波大学-物質・材料研究機構ある
いは筑波大学-産業技術総合研究
所との間で若手研究者中心のつく
ば連携研究を支援し、年2回程度の
研究会で公開発表した。
本プログラムでは、ナノエレクトロニ
クスを将来のイノベーションの源泉
として捉えており、TIA-nanoと協
力して、open-educationとして
サマー・オープン・フェスティバルをつくば地区にて7-9月に開催し、全国から講師招聘およ
び学生受講を呼びかけオールジャパン的に開催した。ナノエレでは、積み上げられてきた基礎
技術を学ぶと同時に、電気的特性評価やシミュレーションなどの体験実習も盛り込まれた。ま
た、新しい分野の講義や合同ポスターセッションでイノベーション志向の育成に努めた。

夏の国際シンポジウムでは、最先端研究者を国内外から招待。春の国内シンポジウムでは、主に産
業界から期待される博士像やイノベーション志向の基調講演。オナーズ学生のポスター研究発表
を中心とした産学の意見交換。

2010年度
平成23年3月

2011年度
平成24年3月

2012年度
平成25年3月

2013年度
平成26年3月

2014年度
平成27年3月

日　時 講　師

国際シンポジウム（TNS : Tsukuba nanotechnology Symposium）

春の国内シンポジウム

第一回 委員長挨拶 第三回 学長挨拶 第七回 学生表彰

第九回 記念撮影

《基調》　「人を鍛える」
　　　　有門経敏　東京エレクトロン株式会社　フェロー

《基調》　「南極から宇宙を観る」
　　　　中井直正　筑波大　教授

《基調》　「日本の科学技術を支える若い人達への期待」
　　　　大泊　巌　文科省ナノテクノロジープラットフォーム主査、プログラムディレクター

《基調》　「３次元構造デバイスとスピン/CMOS 融合デバイスが切り拓く集積エレクトロニクスの将来」
　　　　遠藤　哲郎　東北大学 国際集積エレクトロニクス研究開発センター センター長, 教授

《基調》　「企業が求める研究者像」
　　　　恩田 正一　株式会社デンソー

《特別》　「2012年ノーベル物理学賞解説：個々の量子系に対する計測と操作」
　　　　都倉康弘　筑波大教授

《基調》　「学生の皆さんへ期待すること」
　　　　綱島 祥隆　東芝 研究開発センター 　センター長

《基調》　「先端ものつくり国家をリードするナノエレクトロニクス研究への期待」
　　　　中村道治　日立製作所　取締役

第2回

第4回

第6回

第8回

第10回

東京
国際フォーラム

東京
国際フォーラム

東京
国際フォーラム

東京
国際フォーラム

筑波大学
総合研究棟Ｂ棟

0110室

事業名 2013年度 2014年度
91

176

21

30

133

60

511

142

111

10

72

846

SUMMER LECTURE for Nanotechnology / Nanosciences

Tsukuba Nanotechnology Symposium

ナノエレクトロニクスサマースクール

ナノグリーンサマースクール

産学官連携セミナー

先端計測・分析サマースクール

ナノ加工・計測序論とファンドリー実習

オナーズ主催　計

パワーエレクトロニクス・サマースクール

人材育成のためのMEMS集中コース

MNOIC実習セミナー

第3回日独ナノワークショップ

高エネルギー加速器セミナー OHO'14

Festival 総参加者数

TIA連携大学院共通 シンポジウム

78

155

27

27

71

6

9

373

153

12

97

635

ナノエレスクール実習風景

5 65
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つくばナノテク拠点産学独連携人材育成プログラム

ナノテクの次世代におけるグローバルにリーダーシップを発揮する
人材育成プログラム。成功事例などをもとに成果内容を報告します。
文部科学省特別経費2010.4～2015.3（５年間）
筑波研究学園都市をキャンパスとした
「つくばナノエレクトロニクス産学独連携教育研究システム」の構築

筑波大学大学院 オナーズプログラム

成果報告書

筑波大学数理物質系・数理物質科学研究科
つくばナノテク拠点産学独連携人材育成プログラム運営委員会

http://www.tsukuba-honorspg.jp

スーパーRA制度の導入
オナーズ学生は全員、経済的支援を受けて、正課外のすべての修了要件に専念しました。

オナーズプログラムの
筑波大学学長表彰

外部中間評価
プログラムの客観的評価として、2012年12月に有識者8名
による外部中間評価(評価会議12月5日、評価委員長JST
上級フェロー田中一宣氏)を実施。高い評価を受け、「本プログ
ラムの精神は中長期にわたって維持・発展されるべし」とのコ
メントを受けた。

（外部評価の詳細 http://www.tsukuba.-honorspg.jp/wp/
outline/archives/cat7/9）

含、D1、D2生の成果。

学生の表彰
岡田 直也 平成25年度「さきがけ」に大学院生として唯一の研究代表者に選定選定

伊藤 啓太 2013 Spring-8 Users Community Young Scientist Award受賞

図師 知文 平成26年 応用物理学会講演奨励賞受賞

川島 裕嗣 高分子関連国際会議 ： 2011 Best Presentation Award
2012 Student Poster Award

受賞

中村 美紀 平成23年 表面科学国内会議講演奨励賞
平成25年 応用物理学会ポスター賞

受賞

佐藤 　健 高分子関連研究会 ： 平成24年 最優秀ポスター賞、平成25年 奨励賞受賞

筆頭著者論文数 38件

77件

85件

16件

国際学会等発表

国内学会等発表

表　彰

数理物質科学研究科全体
のプログラムとして展開

つくばナノテク拠点産学独連携人材育成プログラム 組織図 今後の取り組み

TIA-nanoと連携して
サマー・オープン・フェス
ティバルの一部を継続開催

●共鳴場の構築
●海外武者修行
●海外著名教授による
　夏季集中講義
●国際シンポジウム

筑波大学 TIA-nano
数理物質科学研究科
科（系）長室会議
研究科長・系長

（2009年度）村上  浩一
（2011年度）三明  康郎
（2013年度）金谷  和至

外部評価委員会

ナノエレ人材育成プログラム

つくばナノエレ拠点推進会議
議　長

（2010年度）村上  浩一
（2012年度）山部  紀久夫

（2009年）岸　  輝雄
（2010年）村上  浩一
（2012年）白石  賢二
（2013年）山部  紀久夫

連携コーディネータ全体会議

つくばナノエレ拠点運営会議
委員長

（2010年度）村上  浩一
（2012年度）山部  紀久夫

TIA-nano運営最高会議

TIA-nano関連会議（WG）
TIA大学院連携（WG）

TIA-nano運営会議
（4機関理事会議）

統括責任者  秋本  克洋

TIA推進室
室長・副学長

（2010年度）森本  浩一
（2012年度）米倉  　実
（2013年度）吉川  　晃

事務局長
岩田　　普

2011～2014年度　計15名の修了生と修了証修了生

2014年度

2012年度

2013年度

2011年度

7


